
                   幼児期の 育 

 

・ の

          幼児期に わしい  

遊び と 、 びに 中

する中で、 の子らしい が

か て びが まったり がっ

たりしながら して て

いる のことをいいます。 こ

に 、時間・ 間・ 間の の

間 ま が です。 を て

「 びこ 」ほどの し を る

ことが「 びきる」ことに なが

ります。 

 遊びきる と 、 が

をし、 な を

り ながら と わって

に びこ 、 や 成 を

わうことができている であ

ると ら ます。 

 

 遊びきる

も

 や を育

、 たり表 したり

することの し や び

を ねることが大切

です。 

 とたっ り 時間と を し、 まで 遊びきる ことができる う、

な びに ながる を 成することが となります。

 遊びきる ことで、 い や 成

といった 実 をも 、 に をも こ

とに ながります。また、 たな びを す

となってい のです。 

 

期 遊びを通して びの なる を

に ける 期

「思考力・判断力・表現力等の基礎」
 びの中で ま た た がやりたいことに

て、 しをもったり、 や をした

り、 で を 合い り りをしたりする

に り育ま る。 

「知識及び技能の基礎」
 びの中で、「こうす いいん 」という きや「で

きた」という成 を ねることに り、小学校

の 識や の の となる が育ま る。

「学びに向かう力・人間性等」
 幼児教育で、もっとも大 にしてきたとこ であり、 びの中で、 や をもって取り 、

しながら り合いを る、 合いをするなどの に り育ま る。 

        幼児期に育 い に   

の ・ 、幼児教育に る ・ 間 ・ ・ ・表 を

して、 園が子どもの の実 や子どもの や を ま ながら する活動 に

って育 ものです。幼児期に いて 、 な活動としての びの中での かな を

して、 ・ を育 ことが大切です。 ・活 ・ の子どもの学んでい を

した の 成や の いに した を うことが大切です。 
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「知識及び技能の基礎」
・ 子の の り方・  

・ をか る 、 の の  

・ の性 、 の いに  

・ 子の 成 を めるための  

「思考力・判断力・表現力等の基礎」
・ 子の 大き 、  

・ の 子との大き の 、大き を合わせる 

・ にするための し、 を し合う 

・ の作った 子の を る 

・ ない うに 子を る 中  

「学びに向かう力・人間性等」
・ と びを共有し、やり る し 、 成 、  

・ のやりたいこと、 いを する 

・ をして協 しながら びを うとする 

・ を て うに作りたいという い 

・ 、 の共有        

育の活  

育・研 協議の流  

 育を しながら、ねらいにせまる子どもの姿や を して 。 

 の子どもの姿 、 の ・ のい の姿なのか、3 の に して記 する。 

 、意 を 表し、 の ・ に しながら に り、育ま ている姿・ 

 などを確認する。  

 らに子どもの を すための 育 の わりや に いて る。 

児   

 びの  

  
 の を って

子 りをして んで

いた子どもた 。 子

がた んできあがる

のが し なり、「

子 んにし う。」と

びが している

です。 

 んなで も 子

を作って た を

い し、 も 子

やきなこも に 立て

て んでいます。 

 

       幼児期に育 い の姿で   

の活  

 や子ども が、 を、どの うに学んでいるのかを し、

の 成や を ることが大切です。 のために、ま 、子どもの姿を 、

育 が意 ・計画 に を 成することが となります。 

びの中の子どもの姿を、育 たい の ・ で る方法に いて紹介します。 

       で い の   

    ・ で い学びを実 するために 育 が に こと 

の子どもが していることを し うと める。 

子どもの を 育 が共有する うに め、共 する。 

どの うな や が子どもの に てきたのかを する。 

びや から子どもが を学ん のかを し、学びを らに めたり、 せたりす 

 ることができる うな を 成する。 

ある時期の が後の時期のどの うな と ながり るのか、 しをも 。 

 

 「 な学び」 

 周囲の環境に興味や関心を

もって積極的に働きかけ、見通

しをもって粘り強く取り組み、

自らの遊びを振り返って、期待

をもちながら、次につなげる。     

 「 な学び」 
 他者との関わりを深める中で、

自分の思いや考えを表現し、伝え

合ったり、考えを出し合ったり、協

力したりして自らの考えを広げ深

める。     

     「 い学び」 
 直接的・具体的な体験の中で、「見方・

考え方」を働かせて対象と関わって心を

動かし、子どもなりのやり方やペースで

試行錯誤を繰り返し、遊びや生活を意

味あるものとして捉える。 

 育 が の の子どもの学びの姿を し、

計画 に意 に かしてい ことで、子ど

もの が ながりをも 、学びが り かに

なっていきます。 
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                幼 の  ・ の

  幼児期に に  

  の に  
 

幼児の な活動である びの中の学びの姿と、小学校に る な学びの姿を 互に

し合うことが、子どもの や学びの 性を し、幼 小の な に ながります。

 の「 」  

教職員の交流・

研修 の な

及び園児と

児童の交流活動

を 実 せなが

ら、教育の な

がりを確 する

教育 の

成・実施 と

することをめ

ざしています。 

幼児期の教育における成果を
小学校へ確実につなぐこと

園での体験や学びを、小学校
での学びに生かすこと

互いの教育内容を改善・充実させる
取組へと進展していくこと

市 及び 小学校

に る「めざす子どもの姿」

を共有することが、幼児期と小

学校 の教育が ながる

かりとなります。 
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幼児期に わしい びや 活を ねることに り、幼児期に いて育 たい ・  

 が育ま ている幼児の な姿であり、 に5 児後 に ら る うになる姿。 

びの中で幼児が してい 姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を に い 

 て 、 の に な が ら る うな を ったり な を った 

 りするなど、 を う際に することが めら る。 

      園と小学校 の教職員が 

            共有する の姿 

「 育 育 」 
 

「小学校学 」 
  

    

 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（１０の姿） 

 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有する 

 

 

で な 、 を に取り し 

 て するものでもありません。 

児 で な 、 の年 ・時期 

 に わしい を ねてい ことに  

 って育 姿です。 

す ての子どもに うに ら る姿で  

 ありません。 

小学校 の教職員にとって 、児童が  

 に を しながら学びに かう うにす 

 るための教育活動の かりとなるものです。 

 園児と児童の交流活動の際に、双方の教職員が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意

識しながら計画・実践・研修をする方法があります。 

 鳥取市立湖山西小学校と認定こども園ひかりこども園の実践を紹介します。 

年間交流計画表の中に、双方の教職員が

交流時に大切にしたい「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を記載し、交流活動

の打合せ・計画案作成・交流時の子どもの

姿を共有する際の視点とします。 

 

 交流活動で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共通理解する 

園児と児童の交流活動の際、交流のねらい及びどんな子どもの姿をめざすのかを双方

の教職員が明確にし、子どもの姿を語り合うことで、互恵性のある交流活動や職員の協議

を実施することができます。 

 交流活動計画案 

交流活動後の協議 
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園と小学校の教職員が、子どもの学びを共有するために、園で作成した記

を活 しています。 に 、 に ら る子どもの育 「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を にして から、 に 育 が 視した姿 2 の 点

を記 しています。また、 びの で な 、子どもた なりの や 育 がどんなね

らいをもって取り ん かも かる うに記載し、小学校に学びを き としています。

  の の を共有し 育を            

 小学校に いて 、 に 活 を中 とした 、学 の を る際に、

園と小学校の教職員の協議を かし、すでに園で している びの り しで な

、 り した活動、 した学びとなる うに計画していきます。 

 を活 し、子どもの姿を に「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」に いて教職員が協議の をも ことに り、 の教育に いての

互 に ながっていきます。 

園が作成した記  

園が作成した記 の活

鳥取大学 幼 園と鳥取大学 小学校に る ・ の取 を紹介します。 

子どもの やき 

 育 が

に大切にした

や の

成 

 育 の

取り・子ども

の学び、  

 

      から に ら る子どもの育  

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を にして  

子どもの い 

  に る「育て い の姿」を 

  共有し 育を  

を な  

を な  

教育を な  

を な  

実践の成  
小学校 で育てたい子どもの姿や定 せたい を共 し、 意 ある実践が できた。園で 

 学時の子どもの姿が明確になり、 期に る活動が らに できる うになった。 

小学校で の共有や 育 を して園の教育に いて が 、幼児期に った 

 を かすに どの うな教育 や学 が有 か ることができた。 

の が活 に活動し、 教職員が の立 で 互 の実践に わることができた。 

鳥取市立 小学校 小学校、認定こども園鳥取 幼 園、鳥取市立 たから 育園、

育園 に る教育を な 実践を紹介します。
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園と小学校の教職員が、子どもの学びを共有するために、園で作成した記

を活 しています。 に 、 に ら る子どもの育 「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を にして から、 に 育 が 視した姿 2 の 点

を記 しています。また、 びの で な 、子どもた なりの や 育 がどんなね

らいをもって取り ん かも かる うに記載し、小学校に学びを き としています。

  の の を共有し 育を            

 小学校に いて 、 に 活 を中 とした 、学 の を る際に、

園と小学校の教職員の協議を かし、すでに園で している びの り しで な

、 り した活動、 した学びとなる うに計画していきます。 

 を活 し、子どもの姿を に「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」に いて教職員が協議の をも ことに り、 の教育に いての

互 に ながっていきます。 

園が作成した記  

園が作成した記 の活

鳥取大学 幼 園と鳥取大学 小学校に る ・ の取 を紹介します。 

子どもの やき 

 育 が

に大切にした

や の

成 

 育 の

取り・子ども

の学び、  

 

      から に ら る子どもの育  

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を にして  

子どもの い 

  に る「育て い の姿」を 

  共有し 育を  

を な  

を な  

教育を な  

を な  

実践の成  
小学校 で育てたい子どもの姿や定 せたい を共 し、 意 ある実践が できた。園で 

 学時の子どもの姿が明確になり、 期に る活動が らに できる うになった。 

小学校で の共有や 育 を して園の教育に いて が 、幼児期に った 

 を かすに どの うな教育 や学 が有 か ることができた。 

の が活 に活動し、 教職員が の立 で 互 の実践に わることができた。 

鳥取市立 小学校 小学校、認定こども園鳥取 幼 園、鳥取市立 たから 育園、

育園 に る教育を な 実践を紹介します。
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       の して 育   

 小学校と の園が、校 の子どもた の実 を ま 、共 の方 性を す

ものとして、 学 後に校 で育てたい子どもの姿を しています。 

 小学校 年 で定 せたい や、

幼児期の学びを かす を

しています。 

 定 せたい の 点 3園と小学校が共 で

すが、 園の教育・ 育方 や教育・ 育 、

子どもの実 に合わせ、 に いて 園が

意 して しています。 

 また、 年子どもの実 に合わせて を

い、 年 の 計画 期・ 期 に

な てい など、 園に る ・

が 実・確立しています。 

 

年 の  

年 児の 計画 

  

年 児後  年 まで  

 鳥取市立 小学校 の教職員が 成した と実践 を紹介します。 

「育て い の姿」を共有し し  

年 の  

年 児の 計画  

で共 した を、期案で り

に している です。 

 に が意識している点 、 で記載しています。 

 また、この期案をもとに、 案・ 案 の 計画にも な

る うにしています。 

教 の意識 を るために、学 を の うに

をしています。 

幼児期の を かした学  

学校の 活に する学  

活 を中 とした合 ・ な学  

教 を中 とした学  

子どもの 中時間に合わせて、 時間を しな

がら、 に しています。 

幼児期に った が かせたり、

して 間 が できたり

する うな や の 成を

意点として記載しています。 
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       の して 育   

 小学校と の園が、校 の子どもた の実 を ま 、共 の方 性を す

ものとして、 学 後に校 で育てたい子どもの姿を しています。 

 小学校 年 で定 せたい や、

幼児期の学びを かす を

しています。 

 定 せたい の 点 3園と小学校が共 で

すが、 園の教育・ 育方 や教育・ 育 、

子どもの実 に合わせ、 に いて 園が

意 して しています。 

 また、 年子どもの実 に合わせて を

い、 年 の 計画 期・ 期 に

な てい など、 園に る ・

が 実・確立しています。 

 

年 の  

年 児の 計画 

  

年 児後  年 まで  

 鳥取市立 小学校 の教職員が 成した と実践 を紹介します。 

「育て い の姿」を共有し し  

年 の  

年 児の 計画  

で共 した を、期案で り

に している です。 

 に が意識している点 、 で記載しています。 

 また、この期案をもとに、 案・ 案 の 計画にも な

る うにしています。 

教 の意識 を るために、学 を の うに

をしています。 

幼児期の を かした学  

学校の 活に する学  

活 を中 とした合 ・ な学  

教 を中 とした学  

子どもの 中時間に合わせて、 時間を しな

がら、 に しています。 

幼児期に った が かせたり、

して 間 が できたり

する うな や の 成を

意点として記載しています。 
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園及び小学校等の教職員が、お互いの教育内容や指導・援助の方法等を理解し、それぞれの教育課

程・指導計画や指導方法を工夫・改善していくことが大切です。

スタートカリキュラム（全体計画） 

校区の重点項目を示し、編成した接続カリキュラム 

 鳥取市立浜村小学校と鳥取市立浜村保育園では、小学校教員の保育体験や園の保育者による小

学校の授業体験、合同研修会等を通じ、互いの教育内容等を理解し合うことを大切にしています。

校区のめざす子どもの姿を共通理解し、共通実践することを決めた上で、編成したカリキュラムを

紹介します。                                        

互いの教育内容や指導・援助の

改善し く とが大切 す

アプローチカリキュラム（接続期） 

校区で重点を置く「人間

関係」をねらいとした活動

には、保小共通して桃色で

示しています。 

アプローチカリキュラム（全体計画） 

スタートカリキュラム（週案） 

幼児期の学びを生かす

支援を黄色で示し、教師

の意識付けを図ります。

※写真は、保育者の小学校授業体験の様子

                     の の に ・ の

  に り  

研修の 性 しているが、 員 っての研修の時間確

しい、 がとりに い、 時職員の研修 が し

い」 の実 や が、どの市 、園にでもあるので ないで

し うか。 

 この うな に し、 園で していることに いて協議

した を紹介します。  
 H30 幼 園教 ・ 育教 ・ 育 に る 

         合 研修   H30.8.8  

育 員に る 

    研修  
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園及び小学校等の教職員が、お互いの教育内容や指導・援助の方法等を理解し、それぞれの教育課

程・指導計画や指導方法を工夫・改善していくことが大切です。

スタートカリキュラム（全体計画） 

校区の重点項目を示し、編成した接続カリキュラム 

 鳥取市立浜村小学校と鳥取市立浜村保育園では、小学校教員の保育体験や園の保育者による小

学校の授業体験、合同研修会等を通じ、互いの教育内容等を理解し合うことを大切にしています。

校区のめざす子どもの姿を共通理解し、共通実践することを決めた上で、編成したカリキュラムを

紹介します。                                        

アプローチカリキュラム（接続期） 

校区で重点を置く「人間

関係」をねらいとした活動

には、保小共通して桃色で

示しています。 

アプローチカリキュラム（全体計画） 

スタートカリキュラム（週案） 

幼児期の学びを生かす

支援を黄色で示し、教師

の意識付けを図ります。

※写真は、保育者の小学校授業体験の様子

                     の の に ・ の

  に り  

研修の 性 しているが、 員 っての研修の時間確

しい、 がとりに い、 時職員の研修 が し

い」 の実 や が、どの市 、園にでもあるので ないで

し うか。 

 この うな に し、 園で していることに いて協議

した を紹介します。  
 H30 幼 園教 ・ 育教 ・ 育 に る 

         合 研修   H30.8.8  

育 員に る 

    研修  
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成時の ク ント

園の 育・保育 、め す子ども につながっている。  

間 ・ につながっている。  

ねらい と 評価 がつながっている。  

子どもが 的に活 する、遊びをつくり す展開となっている。  

環境とのかか り方や意 に気付き、これらを取り もうとして、 行 したり、考えたりするよう

な活 となっている。  

子どもと保育者、子ども が する場面を設定している。  

ねらいを 成するための環境構成・保育者の援助を している。  

時のねらいを く ーワー で表すと（        ）  

の活 の期 や意 をもつことができるよう、子ども自 が遊びの見 しや り りができる場面  

が る。  

保育者が複数の場 、 保育者の 、援助や 等を し い、記 している。  

援の必要な子どもがいる場 、 のねらいや 援・援助を している。  

 
保育 は、子どもの育 や びと遊びのつながりを にし、保育のねら  

いや活 、保育者の援助等を考えるために です。しかし、 りに「させ
る」のではなく、子どもの実 に して、 に保育を展開することにも 意す
ることが です。  
 

や のねらいと らし せ、
子どもの内面に育てたいことを設定
します。  

ど な行 や言 が見られれば、ねらいを 成
していると言えるのか、 的な子どもの姿を
きます。  

保育  

子どもの育 と （ 期・ 期）

とを らし せ、意 的・ 的に構

を てます。  

活 の意 ・発 や びのねらい  

幼児観  

観・ 時の手 て  

環境にどのように るか、ど

な遊びをするのかを 的に し

て きます。  

つながりをもたせる。  

ね ら い に せ ま る た め の 援 助 や 環 境 の 構 成

を焦点化して きます。  

ねらいを に するた

めに、視点を記 する場

も ります。  

各園が めている様 に

て、 の保育者と しな

が 保育を しまし う。

 

を する とに 、保育の いや内 、保育の れが にな 、か 、
いに基 、 の や保育者の 、 の 等に いて る とがで

ます。 いを る とに 、保育を した 、実践を通して様々な の育
や学びを 取る力を けた する とに なが ます。

 職員 が 体的に学び う と が で 、 々の保育実践、園内研修

等を通 て、協働性を高め、保育の質の向上をめ してい まし う。

 

 

① 参観者の中の代表者がねらいにせまる子どもの姿の写真を撮影  
② 参観者は、保育のねらいに沿って、子どもの姿を付箋に記入し

ながら保育参観  
③ 何枚かの写真をプリントアウトし、職員室の協議テーブルに置

いておく。  
④ 参観者は、記入した付箋を写真の横に貼っておく。  
⑤  担任は、写真と付箋を見て、記録や保育改善に生かす。  

  

 

  

①  参観者が研修テーマに沿った視点で写真を撮影  
②  参観者は、テーマに沿った子どもの姿や環境を見付け、 

付箋またはワークシートに記入  
③  園内研修の進め方  
・グループ（４～５人）を編成する。  
・プリントアウトした写真の中から、グループごとに協議  

したい保育場面の写真を選ぶ。  
・写真の中の子どもの姿（表情やしぐさ等）や環境の構成・

保育者の援助から読み取れる良い点について協議する。  
・さらに、子どもの力を伸ばすために必要な環境と援助につ  

いて協議する。  

                 ４ 園内研修等実践例 幼児教育・幼保小の接続編 

保育者一人一人の専門性の向上、園内全教職員の共通理解や協働性を高め、園全体と
しての保育の質の向上を図るため、各園で計画的に園内研修を実施しています。また、
研究テーマや園や地域の特色を生かした様々な取組が行われています。

園の教育力・保育力向上のため、それぞれの市町村や園における工夫した研修及び実
践例を紹介します。

上記①②の後、参観した職員が集まり、研修を実施  
③  園内研修の進め方  
・写真と付箋をもとに、ねらいにせまる子どもの姿について  

意見交換を行う。  
・上記の子どもの姿は、「幼児期に育みたい資質・能力」の  
 いずれにつながる姿なのか、付箋を活用して意見交換する。  
・園において「育みたい資質・能力」を意識した遊びを展開  

するために、必要な環境構成や保育者の援助について考える。  

研修時間を設定しないでできる  

園内研修  

研修時間を設定した園内研修  

研修テーマに沿った写真を活用した園内研修  

（フォトラーニングの手法）  

担任は、参観者の付箋から、自分では気付かなかった子
どもの姿やつぶやきを知り、より多面的に子どもの姿を捉
え、自分の保育を省察することができます。  

写真を活用することで、協議内容を焦点化し、全員
発言による協働的な研修となります。また、複数の保
育者で協議することで、評価の妥当性や信頼性が高ま
ります。  

知識及 び技能 の基 礎
思考力 ・判断 力・
表現力 等の基 礎

学びに 向かう 力・
人間性 等

実践事例 １ 

実践事例 2 
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成時の ク ント

園の 育・保育 、め す子ども につながっている。  

間 ・ につながっている。  

ねらい と 評価 がつながっている。  

子どもが 的に活 する、遊びをつくり す展開となっている。  

環境とのかか り方や意 に気付き、これらを取り もうとして、 行 したり、考えたりするよう

な活 となっている。  

子どもと保育者、子ども が する場面を設定している。  

ねらいを 成するための環境構成・保育者の援助を している。  

時のねらいを く ーワー で表すと（        ）  

の活 の期 や意 をもつことができるよう、子ども自 が遊びの見 しや り りができる場面  

が る。  

保育者が複数の場 、 保育者の 、援助や 等を し い、記 している。  

援の必要な子どもがいる場 、 のねらいや 援・援助を している。  

 
保育 は、子どもの育 や びと遊びのつながりを にし、保育のねら  

いや活 、保育者の援助等を考えるために です。しかし、 りに「させ
る」のではなく、子どもの実 に して、 に保育を展開することにも 意す
ることが です。  
 

や のねらいと らし せ、
子どもの内面に育てたいことを設定
します。  

ど な行 や言 が見られれば、ねらいを 成
していると言えるのか、 的な子どもの姿を
きます。  

保育  

子どもの育 と （ 期・ 期）

とを らし せ、意 的・ 的に構

を てます。  

活 の意 ・発 や びのねらい  

幼児観  

観・ 時の手 て  

環境にどのように るか、ど

な遊びをするのかを 的に し

て きます。  

つながりをもたせる。  

ね ら い に せ ま る た め の 援 助 や 環 境 の 構 成

を焦点化して きます。  

ねらいを に するた

めに、視点を記 する場

も ります。  

各園が めている様 に

て、 の保育者と しな

が 保育を しまし う。

 

を する とに 、保育の いや内 、保育の れが にな 、か 、
いに基 、 の や保育者の 、 の 等に いて る とがで

ます。 いを る とに 、保育を した 、実践を通して様々な の育
や学びを 取る力を けた する とに なが ます。

 職員 が 体的に学び う と が で 、 々の保育実践、園内研修

等を通 て、協働性を高め、保育の質の向上をめ してい まし う。

 

 

① 参観者の中の代表者がねらいにせまる子どもの姿の写真を撮影  
② 参観者は、保育のねらいに沿って、子どもの姿を付箋に記入し

ながら保育参観  
③ 何枚かの写真をプリントアウトし、職員室の協議テーブルに置

いておく。  
④ 参観者は、記入した付箋を写真の横に貼っておく。  
⑤  担任は、写真と付箋を見て、記録や保育改善に生かす。  

  

 

  

①  参観者が研修テーマに沿った視点で写真を撮影  
②  参観者は、テーマに沿った子どもの姿や環境を見付け、 

付箋またはワークシートに記入  
③  園内研修の進め方  
・グループ（４～５人）を編成する。  
・プリントアウトした写真の中から、グループごとに協議  

したい保育場面の写真を選ぶ。  
・写真の中の子どもの姿（表情やしぐさ等）や環境の構成・

保育者の援助から読み取れる良い点について協議する。  
・さらに、子どもの力を伸ばすために必要な環境と援助につ  

いて協議する。  

                 ４ 園内研修等実践例 幼児教育・幼保小の接続編 

保育者一人一人の専門性の向上、園内全教職員の共通理解や協働性を高め、園全体と
しての保育の質の向上を図るため、各園で計画的に園内研修を実施しています。また、
研究テーマや園や地域の特色を生かした様々な取組が行われています。

園の教育力・保育力向上のため、それぞれの市町村や園における工夫した研修及び実
践例を紹介します。

上記①②の後、参観した職員が集まり、研修を実施  
③  園内研修の進め方  
・写真と付箋をもとに、ねらいにせまる子どもの姿について  

意見交換を行う。  
・上記の子どもの姿は、「幼児期に育みたい資質・能力」の  
 いずれにつながる姿なのか、付箋を活用して意見交換する。  
・園において「育みたい資質・能力」を意識した遊びを展開  

するために、必要な環境構成や保育者の援助について考える。  

研修時間を設定しないでできる  

園内研修  

研修時間を設定した園内研修  

研修テーマに沿った写真を活用した園内研修  

（フォトラーニングの手法）  

担任は、参観者の付箋から、自分では気付かなかった子
どもの姿やつぶやきを知り、より多面的に子どもの姿を捉
え、自分の保育を省察することができます。  

写真を活用することで、協議内容を焦点化し、全員
発言による協働的な研修となります。また、複数の保
育者で協議することで、評価の妥当性や信頼性が高ま
ります。  

知識及 び技能 の基 礎
思考力 ・判断 力・
表現力 等の基 礎

学びに 向かう 力・
人間性 等

実践事例 １ 

実践事例 2 
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環境構成  

園内研修の内容を して 成  

① 参観者は、 人 人の子どもの遊びの 子、 き  

を環境構成 に き みながら参観  

② 園内研修の進め方  

・ れ れの子どもの遊びの 子を えながら、子

どもの き等を に き 。  

 （ とどのように遊 でいたか、遊びの  

場をどのように選 でいたのか、ど な を  

しているのか等）  

・保育者は、どのような援助をしていたのか、ど  

な援助や環境構成が必要で るのか協議  

する。  

・遊びの中で見られた「幼児期の りまでに育  

って しい姿」について協議する。  
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思考力の

生

協 性

かな
性と表現

まま とで
う のを

等で
る。

的 識

な を
て、
ー表を

る。

環境構成 を活用した  

園内研修  

 

環境構成 を活用することで、子どもの
を意識した環境を えたり、子ども 人 人の
遊びの 子や 等の全 を するこ
とができ、視 的に捉えやすくなります。  

また、 の保育室内の  
環境を子どもの ・ 等  
に せて、意 的に構成し  
ていくために です。  

 

色の

色の

色の

園のめ す子ども を  

リ ラ に生かす園内研修  

 
園内研修の進め方  
・園の子どもの実 について意見交換する。  

（良い面・伸びてきている面、気になる面・ 等）  
・子どもの実 を まえ、園のめ す子ども を 的に

捉え し、付箋に く。  
（ の子ども ごとに付箋の を える。）  

・上記の子どもの姿（付箋）を「育みたい資質・能力」に  
分 する。 の写真  

・「園において育みたい資質・能力」（ 点 ）」につ
いて協議する。  

・上記の 点 を全職員で し、園の「全 的な
」「 育 」等に 置付ける。  

・ の 育 と「園において育みたい資質・能力（
点 ）」とがつながっているか、 の 育 は、

的になっているのか意見交換し、 リ ラ の改
善を行う。  

 園におけるめ す子ども を の の子どもた の姿と
らし せて考えることで、 園までに育てたい子ども

の姿を にすることができます。  
 また、 研修で全職員が参 し、協議したことを、全
的な や の 等の 成・改善に生かすこと
は、全職員の協力 の 、 的かつ 的に リ
ラ ・マ ントを実施し、園における 育活 の質の

上を ることにつながります。  

園のめ す子ども を「育みたい資  

質・能力」に分 した  

実践事例  

 

実践事例  

 

                                     

取 においては、 ・施設 （保育
・ 定こども園・ 等）の

なく、 研修 を実施しています。研修を
て、 いの保育を参観したり なテー

マに沿って、情 交換・意見交換をしたりし
ています。 全 で保育 を し、

を め、保育の 性を高めていくこと
につながっています。  

いくかがやき実 研修  

による  

研修 の  

 

「幼児期の りまでに育って しい姿」の  

記録、 ・ 発の取  

の園では、 に「幼児期の りま
でに育って しい姿」について記 しています。

の保育の中で見られた子どもの姿をクラ
全 の 子で捉えたり、 人 人の子どもの姿
で記 したりして記録を することにより、
保育要録の 助資 となります。  

また、保 者に しても園の保育 やめ
す子ども とともに「幼児期の りまでに育
って しい姿」について し、園における子
どもの びや育 について で して
います。  

 

リア 研修

保育園全職員を とし

の園でグループを み、研

修を自 しています。グル

ープ を考えたり、 保育に生

かせる実 的な内容等を み入

れたりして、グループのニー

に た研修を行っています。  

を 園 の

任 ・ 保 育 と

し 、 な

く、 開保育をもと

に 協 議 し ま す 。 ま

た、 取 の

や 取 子 ど も

び 幼 児

育 ン ー の

フ と に び

を めます。  

クラ 全 の姿  

人 人の姿  

5 児の  

どの も「幼児期の りまでに育って

しい姿」を記録しています。  

実践事例  

 

実践事例  

 

 

幼
児
教
育･

幼
保
小
の
接
続
編

― 27 ― ― 28 ―



環境構成  

園内研修の内容を して 成  

① 参観者は、 人 人の子どもの遊びの 子、 き  

を環境構成 に き みながら参観  

② 園内研修の進め方  

・ れ れの子どもの遊びの 子を えながら、子

どもの き等を に き 。  

 （ とどのように遊 でいたか、遊びの  

場をどのように選 でいたのか、ど な を  

しているのか等）  

・保育者は、どのような援助をしていたのか、ど  

な援助や環境構成が必要で るのか協議  

する。  

・遊びの中で見られた「幼児期の りまでに育  

って しい姿」について協議する。  
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環境構成 を活用した  

園内研修  

 

環境構成 を活用することで、子どもの
を意識した環境を えたり、子ども 人 人の
遊びの 子や 等の全 を するこ
とができ、視 的に捉えやすくなります。  

また、 の保育室内の  
環境を子どもの ・ 等  
に せて、意 的に構成し  
ていくために です。  

 

色の

色の

色の

園のめ す子ども を  

リ ラ に生かす園内研修  

 
園内研修の進め方  
・園の子どもの実 について意見交換する。  

（良い面・伸びてきている面、気になる面・ 等）  
・子どもの実 を まえ、園のめ す子ども を 的に

捉え し、付箋に く。  
（ の子ども ごとに付箋の を える。）  

・上記の子どもの姿（付箋）を「育みたい資質・能力」に  
分 する。 の写真  

・「園において育みたい資質・能力」（ 点 ）」につ
いて協議する。  

・上記の 点 を全職員で し、園の「全 的な
」「 育 」等に 置付ける。  

・ の 育 と「園において育みたい資質・能力（
点 ）」とがつながっているか、 の 育 は、

的になっているのか意見交換し、 リ ラ の改
善を行う。  

 園におけるめ す子ども を の の子どもた の姿と
らし せて考えることで、 園までに育てたい子ども

の姿を にすることができます。  
 また、 研修で全職員が参 し、協議したことを、全
的な や の 等の 成・改善に生かすこと
は、全職員の協力 の 、 的かつ 的に リ
ラ ・マ ントを実施し、園における 育活 の質の

上を ることにつながります。  

園のめ す子ども を「育みたい資  

質・能力」に分 した  

実践事例  
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取 においては、 ・施設 （保育
・ 定こども園・ 等）の

なく、 研修 を実施しています。研修を
て、 いの保育を参観したり なテー

マに沿って、情 交換・意見交換をしたりし
ています。 全 で保育 を し、

を め、保育の 性を高めていくこと
につながっています。  

いくかがやき実 研修  

による  

研修 の  

 

「幼児期の りまでに育って しい姿」の  

記録、 ・ 発の取  

の園では、 に「幼児期の りま
でに育って しい姿」について記 しています。

の保育の中で見られた子どもの姿をクラ
全 の 子で捉えたり、 人 人の子どもの姿
で記 したりして記録を することにより、
保育要録の 助資 となります。  

また、保 者に しても園の保育 やめ
す子ども とともに「幼児期の りまでに育
って しい姿」について し、園における子
どもの びや育 について で して
います。  

 

リア 研修  

保育園全職員を とし

の園でグループを み、研

修を自 しています。グル

ープ を考えたり、 保育に生

かせる実 的な内容等を み入

れたりして、グループのニー

に た研修を行っています。  

を 園 の

任 ・ 保 育 と

し 、 な

く、 開保育をもと

に 協 議 し ま す 。 ま

た、 取 の

や 取 子 ど も

び 幼 児

育 ン ー の

フ と に び

を めます。  

クラ 全 の姿  

人 人の姿  

5 児の  

どの も「幼児期の りまでに育って

しい姿」を記録しています。  
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